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     「教区コロナウイルス感染症にともなう措置（第 6 次） 

大阪教区での公開ミサは、教区内府県の緊急事態宣言が 

発令されている間は 中止とします 
公開ミサ中止期間中、大阪教区のすべての信徒に主日のミサに与る義務を免除します。 

各自が家庭で、聖書を朗読し、祈りを捧げたり、ロザリオの祈りをしたりする時を 

持つように勧めます。                 前田万葉大司教」 
3 日：復活節第 4 主日･世界召命祈願の日 、10 日：復活節第 5 主日、 17 日：復活節第 6 主日・世界広報の日 

24 日：主の昇天、 31 日：聖霊降臨の主日 

主の復活おめでとうございます 
スピノラ修道女会     森本紀美子 

自然界はまさに新緑の時期、修道院の窓から見える木々も芽吹き始め、美しい光景を 

目のあたりにすることができます。 

この美しい５月を教会はマリア様の月としています。今、マリア様のことを思い返してみましょう。 

マリアは大天使ガブリエルのお告げの時、「わたしは主のはしため、お言葉通りになりますように」と答え、 

マリアの「ハイ」により、人類の救いが完成されました。しかし、マリアの生涯は決して易しいものではありません 

でした。むしろ、不可解なことで満たされていました。マリアは常に、すべての事、この不可解なことを、心に 

留めておかれたのです。 

この生き方こそわたしたちの生き方です。 

私達もこの和泉の修道院こそ人生の最後の家と考えましたが、シスターの高齢化、人数の減少、主のみ旨は 

違うところにあることがわかりました。修道会として５０年・・・教会の方々、地域の方々に支えられながら、喜びの 

中に奉献生活を送ることができました。特に最後の３～４年は、教会への送り迎え、種々の集会、買い物に至る 

までの車の提供・・・その他、目に見えないほどの、デリケートな心遣い・・・神父様方、マリア会のシスター方、 

そして教会のお一人お一人に、心より感謝申し上げます。この絆は、どこにいても、私どもの心から離れず、 

祈りの中で結ばれていると確信いたします。本当にありがとうございました。 

全世界を脅かしているコロナのため、３月３１日をもって閉院の予定が変更され、浜松へは異動いたしましたが、

東京へはまだ行かれず、仮の共同体として、和泉に残っております。主のお望みの時が来ましたら、閉院と 

なります。 

岸和田地区、いずみブロック、和泉小教区の皆様方の上に、復活されたイエスの豊かな祝福を、心より 

お祈り申し上げます。           感謝と祈りとともに。 

    

霊的聖体拝領の祈り     ～ フランシスコ教皇  ３月１９日のビデオ・メッセージより ～ 

おおわたしのイエスよ、 あなたのみもとに身を投げ出し、 悔い改めた心をお捧げします。 

自分の小ささゆえに、 またあなたのみ前にあるがゆえに、 わたしの心はへりくだっています。 

愛の秘跡においてあなたをあがめます。 

わたしの貧しい心に、 あなたをお迎えしたいと望んでいます。 

秘跡において あなたを拝領する幸せを持ち望みながら、 あなたを霊的にお受けしたいのです。 

おおわたしのイエスよ、 わたしのもとに来てください。 わたしもあなたのみもとに参ります。 

生においても死においても、 あなたの愛で わたしのすべてを包んでください。 

あなたを信じ、 あなたを望み、 あなたを愛します。  アーメン 

２０20 年５月号 (2020.04.26 発行)   



※ホームページより、You Ｔube で、主日のミサの映像配信がご覧になれます。 

教会の教えに基づき、霊的聖体拝領の機会を提供し、各自が祈りの時を持つことの助けとなるために 

行われています。  カトリック東京大司教区（ https://tokyo.catholic.jp/ ） 生配信 10 時～    

 

                 「教皇フランシスコの祈り」 
     3 月 11 日に新型コロナ感染症の拡大にあたり、聖母マリア様に祈られた祈りです。 

                      カトリック東京大司教区で配信されるミサの閉祭前に祈られています。 

 

救いと希望のしるしとして、わたしたちの歩みを照らしてくださるマリアよ。 
あなたに病者たちの健康を託します。 

あなたは、イエスと苦しみを共にされ、ゆるがない信仰をもって、十字架のもとにとどまりました。 

すべての人の救いであるマリアよ。 

あなたはわたしたちの必要を知り、それに配慮してくださることを、わたしたちは確信しています。 

ガリラヤのカナでの出来事のように、この試練の時を経て、喜びと祝祭が戻りますように。 

神の愛の御母よ、わたしたちを助けてください。 

わたしたちが御父のみ旨にかなう者となり、イエスが命じることを行えますように。 

イエスは、わたしたちの苦しみを引き受け、わたしたちの苦悩を自らに背負われました。 

十字架をとおして、わたしたちを復活の喜びに導くために。   アーメン 

聖なる神の御母よ、あなたの保護のもとに、わたしたちは身を寄せます。 

試練の中で祈るわたしたちを見捨てないでください。 

栄光ある、祝福されたおとめよ、わたしたちをあらゆる危険から守ってください。 

ヨゼフ・アベイヤ Josep M.Abella（クラレチアン宣教会）補佐司教様 

福岡教区司教に    
月末頃に福岡に発たれる予定ですが、残念ながらそれまでに大阪教区としての感謝ミサや 

送別会ができる状況にありません。 福岡教区では、5 月初旬に ごく一部の関係者のみで 

着座式を、7 月下旬に、教区の司牧者や信徒のための福岡教区司教就任感謝ミサを、 

それぞれ行うという予定です。ただし、いずれもその時点での状況によって判断です。  

大阪教区としては、可能な状況となった時点で、大阪カテドラルで 感謝ミサと送別の 

集いを行うこととします。アベイヤ司教様からは、そのような機会があれば喜んで大阪に 

来ますと約束をいただいています。ご健康とご活躍をお祈りいたしましょう！！ 

＜新型コロナウイルス感染症緊急募金受付開始 カリタスジャパン＞ 詳しくはHPに掲載 

1. 住まいの確保：感染から身を守るための家や衛生環境の整わない路上生活者や難民の方々、 

自粛規制により住む家を失った方々（ネットカフェ住民など） 

2. 食糧衣料の確保：雇止めや解雇、倒産などによる生活困窮者への支援 

3. 居場所の確保：DVなどにより安心して過ごす居場所のない方々（子どもたち） 

4. 滞日外国人のケア：外国人労働者、技能実習生、難民申請者、入管被収容者など 

5. 優先される方々へのサポート：高齢者、障がいをもった方々など、生活上のサポートが必要な方々 

6. 情報の保証：言語、障がい、独居高齢者、外国人などの理由で情報にアクセスできない方々への 

情報の提供 

7. 医療支援：医療物資が届かない医療機関への支援、風評被害対策など 

※募金受付口座は次のとおりです：                      

郵便振替：００１７０－５－９５９７９                     ﾍﾞﾄﾅﾑ青年、ハーちゃん・チャンちゃん・・・              

加入者名：宗教法人カトリック中央協議会カリタスジャパン                   帰国！！ 

 ＊記入欄に「新型コロナ緊急募金」と明記           チャーター機で帰国しました。急な連絡でした。 

カリタスジャパンのホームページ（caritas.jp）からは、                             元    

クレジットカードによる募金もできます。                                      気    

 ハーちゃんのコメント・・・                                               で      

本当に楽しかった。日本で家族がいないけど、困る時、皆さんいつも手伝って                       ね  

「私は 2 年近く、浜寺教会で参加しました。皆さんと 2 年間をすごして                        
くれました。心の底から感謝します。  皆さんは健康に気をつけてくださいね！ 

いろいろなお世話になりました。ありがとうございました。   さようなら ♥♥ 」 

https://tokyo.catholic.jp/

